
※合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします。 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

社会基盤計画学 

(Infrastructure Planning) 
選 伊勢 昇 

2年生 
エコシステム工学専攻 

学修単位 

2 
半期 

週2時間 

授業概要 
人々の生活及び社会活動、産業経済活動の基盤となる交通施設並びにライフラインを中心とする社

会基盤施設の計画、整備、運用に際して必要となる調査、分析、評価の手法について講述する。 

到達目標 

(1)社会基盤施設の計画、整備、運用に際して必要となる調査手法、分析手法、評価手法に関する

専門知識を理解できる(C-2_d2a)d)) 
(2)社会基盤施設計画を提案する事例に対して、諸手法を適用・分析し、考察できる(C-2_d2a)d))

評価方法 定期試験(100%)で評価する。 

教科書等 

【教科書】新田保次 監修 / 松村暢彦 編著「図説わかる土木計画」(学芸出版社) 

【参考書】(1)西村昂・本多義明 編著「新編土木計画学」(国民科学社) 
(2)和田光平 著「Excelで学ぶ人口統計学」(オーム社) 

(3)菅民朗 著「多変量解析の実践(上)(下)(現代数学社) 

(4)上田太一郎 監修「Excelで学ぶ時系列分析と予測」(オーム社) 

 内  容 （９０分授業を１５回実施する。なお、１回の自宅演習は２４０分を目処にする。） 学習・教育目標 

第 １回  

第 ２回  

第 ３回  

第 ４回  

第 ５回  

第 ６回  

第 ７回  

第 ８回  

第 ９回  

第１０回  

第１１回  

第１２回  

第１３回  

第１４回  

第１５回  

土木計画とは 

計画の手順 

計画課題の発見と整理 

計画における調査と資料収集 

調査データの統計処理と分析(1) 
調査データの統計処理と分析(2) 
調査データの統計処理と分析(3) 
調査データの統計処理と分析(4) 
計画における予測(1) 
計画における予測(2) 
人口の予測(1) 
人口の予測(2) 
経済の分析と予測(1) 
経済の分析と予測(2) 
計画の評価 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

    

（特記事項） JABEEとの関連 

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h i

本校の学習 

・教育目標 
A B C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B B

    ◎       



科目名 社会基盤計画学(Infrastructure Planning)   エコシステム工学専攻 ２年生 

 

 

第１週 社会基盤計画の定義と意義 生活および社会活動、産業経済活動の基盤となる施設やそのシステムである

社会基盤について理解し、これを計画することの意義と限界について考える。 

 

第２週 計画の手順 意志決定者の目的を明確化し、目標を設定して、問題解決のための案の検討・評価の各プロ

セスを遂行する循環過程から、決定者に 善の案を選択させる体系的分析手法であるシステム分析の方法を理解す

る。 

第３週 計画課題の発見と整理 問題の明確化は、計画の目的を設定し目標をかかげること、および代替案の設計、

評価を行うことと連携していく。計画内容を具体化するには計画課題を明らかにすることが必要であり、ここでは

計画課題の発見・収集と整理の方法について理解する。 

 

第４週 調査と資料収集 社会基盤計画においては様々な観点で調査が必要である。自然現象から社会経済現象、

人間の意識や行動に至るさまざまな調査についての既存調査や調査の実施方法について理解する。 

 

第５～８週 調査データの統計処理と分析 収集した調査データの統計的処理方法（単純集計、クロス集計、仮説

検定）や分析方法（重回帰分析、主成分分析）について理解する。 

 

第９～１０週 計画における予測 計画は未来に対して現在何をすべきかを意志決定する一連の行為であり、ある

将来の状況を予測して現在の意志決定に役立てることが求められる。予測のための数学的手法（時系列分析手法）

を紹介し、具体的な例を用いて予測方法の理解を深める。 

 

第１１～１２週 人口の予測 計画に際して人口フレームを設定することは計画の規模や内容を決めることにつ

ながり、その精度が計画に直接結びついている。計画の前提となる人口の予測方法（コーホート分析）について理

解する。 

 

第１３～１４週 経済分析と予測 社会基盤整備においては、地域の所得や生活水準の向上を目指しており、これ

らに関連する経済分析と予測が必要になる。経済分析の方法（産業連関モデル）について理解を深める。 

 

第１５週 計画の評価 社会基盤計画の事業内容が適切であるかどうかを評価する方法（費用便益分析）について

理解する。 

 

 

■受講者へのコメント 

以下に示す事前学習と事後学習を必ず遂行することによって各講義の理解度を常に自己評価し、不十分な場合に

は質問するなど積極的な学習姿勢が求められる。 

 

【事前学習】（授業を受ける前に取り組まなければならない事項） 

・次回の授業範囲を教科書や参考書等(シラバス参照)を用いて予習しておくこと 

・必要に応じて、シラバスに記載している教科書や参考書以外のものも活用すること 

 

【事後学習】（次の授業までに取り組まなければならない事項） 

・授業中に指定した自由課題に取り組む等、授業で学んだ内容を次の授業までに復習すること 

・教科書や参考書等(シラバス参照)の例題や演習問題等に取り組むこと 

・必要に応じて、シラバスに記載している教科書や参考書以外の例題や演習問題等にも取り組むこと 

 


